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院外 院内

宮城県成人移行支援センター

2024年9月～2025年12月（16か月間）における相談/支援介入件数

総数 753件 当院通院患者以外≒『院外』からの相談は

ごく少数

(電話やWEBフォームからの問い合わせ)
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24年9月 10月 11月 12月 25年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別相談・支援介入件数 （2024.9～2025.12）

月平均47件の相談・支援介入。長期休み期に増加。
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自立について

病院について

社会保障について

その他

疾患について

就労について

学校について

家族関係について

相談/支援介入の内容別件数 （2024.9～2025.12）

「自立」と「医療体制」

移行支援の2大テーマが相談/支援の中心



 数年前に成人診療科へ転院したが、まもなく20歳で小児慢性特定疾病受給者証が失効するとのことで、患

者母が区役所へ相談。そこで「成人移行支援センターに相談を」と言われて電話した。

→ 指定難病について説明し、通院している病院の医師やMSWへ指定難病の件を相談するように伝えた。

具体的相談と対応

 軽度知的障がいと肢体不自由がある19歳患者の就労について、保護者から相談あり。

→ 就労支援B型で在宅ワークできる事業所を紹介（MSW対応）。

 転医先の病院と当院との支給物品の種類と数が変更になる点について相談あり。

→ 患者側の納得が得られず、医師と看護師で複数回の説明を行った。

 胃瘻交換のフォローを他院に依頼し受診したが、「当院の対応と違う」と20歳代の女性患者の親から相談

あり。

→ 親が不信感を訴えて別の病院に変えたいとの希望あり、医師と看護師で対応した。



宮城県成人移行

支援センター

行政との連携

啓発と人材育成

医療者向けの研修会や患者・家族向けの講演会

関係機関との連携強化

病院・福祉施設・相談機関等

との協力

個別の相談から地域全体における支援体制の構築へ

 MSWをコーディネーターとして配置

 看護師を成人移行支援担当として配置



＜参加者＞

・パネリスト:5名
成人患者 3名

保護者 1名

小児科医 1名

・一般参加者：12名

保護者 8名

患者 4名

・当院職員:9名





宮城県立こども病院泌尿器科と成人移行支援センターが協働で行った調査（一部抜粋）

泌尿器科医師が所属する

泌尿器科同窓会の会員＋

当院から紹介実績のある

施設を対象

回収率：63％

（45/71 施設）



県内の総合病院を訪問

↓

施設情報を記録

 施設情報のデータベース化

・移行先の選択

・事前に必要な情報を確認

（家族への伝達事項など）

 移行に関係する施設で

情報共有



小児慢性疾病・難病・成人移行等に関わる関係者会議

（2026年2月10日 開催）

現場で困っている点

医療的ケア者・重症心身障がい者の受け入れ先不足

患者会・家族会の信頼性判断が困難

相談・交流事業の展開方法が未確立

家族緊急時の支援体制が脆弱

他機関連携の課題

小児科と成人科で方針に差がある

移行期に支援が分断されやすい

医師会等との連携が不十分

成人科側の経験・知識不足

他機関に期待される役割

成人移行先（医療・支援）の可視化

情報集約・共有の仕組整備

成人科向け教育・研修機会

医療以外の視点からの助言

【成人移行関連ですべきこと】

・関係機関の連携(施設/科の移動、制度の違い)

・成人移行先・支援資源の「可視化」と「共有」

・小児科～成人科の「考え方の差」を埋める対話の場づくり

参加施設

・宮城県成人移行支援センター

・小慢さぽーとせんたー

・宮城県医療的ケア児等相談支援センター

・東北大学病院 難病医療連携センター

・宮城県難病相談支援センター

・仙台市難病サポートセンター

・あおぞら診療所ほっこり仙台

・宮城県

・仙台市

支援の空白が生まれやすい



小児慢性疾病・難病・

成人移行等に関わる

関係者会合

医ケア者/重心者における

成人移行を検討する会議体（未設置）

小児慢性疾病患者における

成人移行を検討する会議体（未設置）

宮城県慢性疾病児童等地域支援協議会

宮城県難病医療連絡協議会（成人）

・神経・筋分野診療連携体制構築委員会

・消化器分野診療連携体制構築委員会

・血液・免疫分野診療連携体制構築委員会

宮城県医療的ケア児等支援検討会議

情報・知見の

提供と還元

新規設立？

独立？ 合同？

必要な会議へ新規参加

小児科系医師

成人科系医師

小児科系看護師

成人科系看護師

MSW

関係機関

行政

(患者関係者)



・ガイドには「胃瘻保有者」「気管切開保有者」などの“状態”も挙げられている。

・日本小児科学会の各分科会に対して疾患の追加が募集された。

＊「成人移行支援プログラム」や「計画書」が、どの程度の内容かは不明。

＊

＊

成人移行期医療に係る受入を評価する難病外来指導管理料２の新設

➢ 小児科療養指導料の対象となる疾患及び状態である患者について、小児科を標榜する保険医療機関からの紹介を受け、小児科以外の診療科を

標榜する保険医療機関を受診する場合に、紹介を受けてから５年以内に限り、難病外来指導管理料を算定可能とする。

令和８年度診療報酬改定


